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建築物における環境基準値の変更

令和4年4月1より、建築物環境衛生管理基準が
以下の通り改正されます。

変更項目 改正前 改正後

温度 下限値 17 ℃ 18 ℃

一酸化炭素 上限値 10 ppm 6 ppm



PCソフト上での基準値変更

測定ビル情報ファイルの転送
(USBメモリ保存)

本体測定ビル情報ファイルの更新
(USBメモリ読込)

PCソフトウェア
での操作

本体での操作

環境基準値変更の流れ



[設定]から[測定機器登録]を選択します。

PCソフト上での基準値変更



温度の基準値下限を「18」に、
一酸化炭素の基準値上限を「6」に変更します。

必要に応じて床上温度と輻
射温度の基準値下限も変更
します。

OKをクリックして確定します。

PCソフト上での基準値変更



[転送]から[測定ビルファイル]をクリックし、
PC内のビル情報ファイル(.bld)を読み込みます。

測定ビル情報ファイルの転送(USBメモリ保存)

[転送]から[測定ビルファイル]を
選択します。

[読込]をクリックし、
保存したビル情報ファイルを
選択します。



読み込んだビル情報ファイルの拡張子を(.bld)から(.bl2)に
変換します。この操作で、変更された基準値が適用された
ファイルがUSBメモリに保存されます。

測定ビル情報ファイルの転送(USBメモリ保存)

[保存]をクリックし、ファイルの保存
場所としてUSBメモリを選択して
保存します。

※あらかじめPCにUSBメモリの
挿入をお願いします。



本体測定ビル情報ファイルの更新(USBメモリ読込)

本体を起動して、USBに保存した測定ビル情報ファイルを
本体に読み込ませます。

オートビルセットIII本体にUSBを差し込みます。

タッチパネルから、『空気環境測定』をタップします。



本体測定ビル情報ファイルの更新(USBメモリ読込)

『測定ビルデータ取り込み』をタップ

対象のビルを選択し、 をタップします。

左図の表示が出れば転送完了です。
※転送後はUSBを抜いてください。



基準値変更前に測定された測定データに関しては、
報告書作成ソフトにてファイルを開いた状態では、基
準値変更が反映されません。

注意点

「測定機器登録」画面にて基準値を変更し、[OK]を
クリックし、[ファイル]から[保存]を選択することで、変更
を保存することができます。



・メインメニューより「空気環境測定」→「基本情報登録」の順でタップします。

本体のタッチパネルから操作します。

(参考)オートビルセットⅢ本体の操作で変更する方法



・続いて「測定機器登録」→「測定ビル名」をタップし、測定ビル名の一覧から基準値
を変更したい測定ビル名をタップします。

(参考)オートビルセットⅢ本体の操作で変更する方法



・続いて2022年4月以降の新基準値を入力します。
温度下限値「18.0」、CO上限値「6.0」です。

(参考)オートビルセットⅢ本体の操作で変更する方法



・値の入力が終わったら、画面下のチェックボタンをタップします。
これで基準値変更が完了します。

(参考)オートビルセットⅢ本体の操作で変更する方法



(参考)オートビルセットⅢ本体の操作で変更する方法

2.基準値変更前に測定された測定データに関しては、報告書
作成ソフトにてファイルを開いた状態では、基準値変更が反映
されません。

「測定機器登録」画面にて基準値を変更し、[OK]をクリックし、
[ファイル]から[保存]を選択することで、変更を保存することが
できます。

1.本体で基準値が変更して場合、測定データをPCに読
み込んでも報告書作成ソフトにて基準値の変更が反映さ
れません。PCソフトウェアでの変更(4～7ページ)を参考に、
基準値の変更をお願いいたします。


